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【監修・アートディレクター】
河北秀也（かわきた　ひでや）
1947 年生まれ。日本ベリエールアートセン
ター主宰。著書に『デザイン原論』など。
本誌プロデューサー、アート・ディレクター。

【編集・ディレクター】　
山本哲士（やまもと　てつじ）
1948 年生まれ。
政治社会学、ホスピタリティ環境学。
主な著書に、『ミシェル・フーコーの思考体系』、

『ホスピタリティ講義』、『国つ神論』、『〈もの〉
の日本心性』、『高倉健・藤純子の任侠映画と日
本情念』『フーコー国家論』ほか多数。

　

本
居
春
庭
の
第
二
弾
『
詞
八
衢
』
特
集
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
前
号
の
『
詞
通
路
』
と
と
も
に
春
庭
の
基
本

的
な
書
を
活
字
で
読
め
る
よ
う
に
し
た
。
春
庭
研
究
で
大
切
な
、
中
村
朱
美
氏
の
貴
重
な
論
考
を
再
録
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

富
士
谷
成
章
、
本
居
宣
長
、
そ
し
て
春
庭
、
御
杖
、
柴
田
常
昭
さ
ら
に
鈴
木
琅
な
ど
、
近
世
の
文
法
言
説

を
述
語
制
言
語
の
基
本
に
す
え
て
、
山
田
孝
雄
、
松
下
大
三
郎
、
佐
久
間
鼎
、
三
上
章
を
再
考
し
、
そ
し
て

現
在
の
藤
井
貞
和
、
金
谷
武
洋
、
浅
利
誠
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
だ
。
近
世
文
法
も
、
東
條
義
門
で
転
換

が
始
ま
っ
て
い
く
ゆ
え
、
以
前
の
契
沖
や
真
淵
と
の
非
連
続
も
含
め
、
た
だ
連
続
系
譜
と
し
て
は
扱
え
な
い
。

非
連
続
的
に
何
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
、
緻
密
に
交
渉
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
言
説
生
産
は
、

橋
本
文
法
や
時
枝
文
法
な
ど
で
は
な
い
。
ま
だ
、
日
本
語
に
主
語
が
あ
る
、
主
語
が
省
略
さ
れ
て
い
る
な
ど

の
西
欧
文
法
基
準
の
誤
っ
た
見
解
を
、
日
本
語
に
主
語
な
ど
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
な
し
続
け
る
愚

行
は
、
１
日
で
も
早
く
無
く
な
ら
な
い
と
、
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
未
来
は
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。

　

時
代
の
大
転
換
の
中
で
、
国
家
資
本
と
い
う
人
々
の
認
知
・
認
識
諸
構
造
の
集
中
化
し
た
近
代
の
主
語
制

言
語
様
式
の
統
合
を
、
述
語
制
言
語
様
式
へ
組
み
替
え
る
実
際
的
な
多
様
な
動
き
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
、

日
本
の
新
た
な
可
能
条
件
が
い
ろ
ん
な
分
野
で
開
か
れ
て
い
き
う
る
。
述
語
制
言
語
は
、
世
界
的
に
も
普
遍

な
こ
と
で
、
日
本
語
に
は
そ
の
優
れ
た
遺
産
が
日
本
の
文
化
資
本
と
し
て
あ
り
、
か
つ
、
述
語
制
表
出
は
、

美
術
や
道
具
、
着
物
、
建
築
さ
ら
に
武
術
な
ど
の
術
技
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
分
野
ご
と
に
分
断

さ
れ
て
い
る
が
、
本
質
様
態
と
し
て
統
合
的
に
構
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
。
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
危
機
に
も

瀕
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
体
系
的
言
説
を
生
産
し
、
文
化
資
本
・
文
化
技
術
を
拾
い
上
げ
、
新
た
な
経
済
や

環
境
、
そ
し
て
統
治
技
術
に
も
活
用
し
て
い
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
技
術
科
学
も
情
報
技
術
を
含
め
、〈
非

分
離
、
述
語
制
、
場
所
、
非
自
己
〉
の
日
本
原
理
か
ら
新
た
な
開
発
が
な
さ
れ
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

潜
在
す
る
日
本
の
文
化
資
本
の
質
は
、
西
欧
的
普
遍
化
と
共
存
し
う
る
高
度
な
も
の
で
あ
る
が
、
理
論
的

に
概
念
化
さ
れ
え
て
い
な
い
。
多
様
な
遺
産
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
対
象
化
し
き
れ
て
い
な
い
の
だ
。
と

り
あ
え
ず
、
本
誌
は
、「
非
分
離
・
述
語
制
・
場
所
・
非
自
己
」
の
概
念
空
間
を
、
西
欧
的
な
「
主
客
分
離
・

主
語
制
（
主
体
）・
社
会
・
自
己
（
自
我
）」
に
対
抗
し
て
抽
出
し
た
が
、
こ
の
生
産
的
な
相
反
共
存
が
大
事

な
こ
と
で
、
前
者
が
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
概
念
空
間
は
、
コ
ー
ド
形
態
を
転
じ
、
対

象
を
転
じ
、
技
術
を
転
辞
さ
せ
う
る
も
の
で
、
思
考
形
式
の
「
新
し
い
知
」（
し
か
し
古
く
か
ら
あ
る
）
と

し
て
再
構
成
し
う
る
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
、
商
品
に
対
す
る
「
資
本
」
の
様
態
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
関
係
技
術
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
妄
想
に
き
ち
ん
と
し
た
技
術
対
応
を
生
み
出
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。
経
済
の
閉
塞
性
は
、
述
語
的
資
本
に
よ
っ
て
新
た
な
次
元
を
開
き
う
る
し
、
統
治
技

術
は
社
会
統
治
に
代
わ
る
場
所
統
治
に
お
い
て
、
環
境
を
真
に
活
用
し
う
る
も
の
に
な
る
。

　

探
究
は
ま
だ
ひ
た
す
ら
続
く
。
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